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☆福山市ＰＴＡ連合会会員研修会に参加してきました。 

■２０２６年２月６日（金） 

■『なぜこどもたちは、ゲームをするのに勉強はしないのか』 

■講師 福山市教育委員会 学校教育部参与 寺田拓真氏 

 

まなびの館ローズコムにて，市Ｐ連会員研修会が開催されました。 

講師に招かれたのは，福山市教育委員会 学校教育部参与 寺田拓真氏です。 

 

 寺田参与のお話では、すべての子どもたちは「成長したいと願う心」と「怠けたいと願

う心」２つの心を持っていて、その２つの心がいつもせめぎあっている。そして「成長し

たいという心」を育てていくには子どもの「成功体験」「成功実感」（頑張れば結果が出

る）を増やしていくことだという事が大切だと教えていただきました。 

 

 しかし、脳科学の観点から、スマホを横目に長時間勉強しても学力は 

つかないという調査結果があり、そのような勉強方法だと、長時間勉強して 

いるのにもかかわらず成果を出すことが難しくなるそうです。その結果、勉強を 

無駄だと感じてしまう子ども達が多くいることが心配だと話されていました。 

また、全国学力・学習状況調査のアンケートによると、１日の家庭学習の時間が、全国

平均では７０分なのに対し、福山市は３０分未満が半数もいるということでした。 

 

研修会を通して、学習の際にはスマホやメディアから離れること、家庭学習の習慣をつ

けることを、子どもたちに伝えていかないといけないことが分かりました。 

 

そして大人も 

・子どもと勉強や将来の話をする。 

・スマホ・SNS・動画視聴を控える（親が多いと子も多くなる） 

・子どもをたくさんほめる（３回ほめて１回叱る） 

 

を、気を付けていきましょうと教えていただきました。 

子どもたちの未来の為に、大人もできることから少しずつ実践

していけるといいですね。 
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☆駅家小学校 PTA 文部科学大臣賞を受賞しました。 

２月６日（金）東京で行われた表彰式に PTA の代表として前 PTA 会長梶原朝輝さんが参

加し、栄誉ある表彰を受けました。 

 小学校 PTA は、2023 年度から 2024 年度にかけて「駅家マウンテンプロジェクト」の活

動を引き継ぎました。このプロジェクトが、広島県 PTA 連合会から推薦を受け、文部科学

省へ報告され、その結果 2024年度の PTA活動として評価を受けました。 

 これは、日頃からご協力をいただいている PTA 会員の皆様の一人一人の活動への理解と

積極的な参画のおかげだと感謝しています。引き続き、子どもたちの為に自分達の出来る

ことを１つずつ積み上げていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ベルマークのご報告 

今年度もベルマークの収集のご協力ありがとうございま

した。今年度分の集計は、８，７４１点でした。今年度も、

商品の購入をせず点数を持ち越しとし、来年度分と合算し

て商品を購入する予定です。 

 

これだけの点数が集まったのは皆様のおかげです。ベル

マーク収集へのたくさんのご協力、本当にありがとうござ

いました。今後も引き続きご協力よろしくお願いします。 

 

※ベルマークの提出方法ですが、今まで１０枚を台紙に張り付けて提出していただいてい

ましたが、今後は台紙には貼らず、ばらばらの状態で回収箱に入れていただくようよろし

くお願いいたします。 

 

１年間 PTA 活動にご協力いただきありがとうございました。 

また来年度も引き続きよろしくお願いいたします。 


